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１．研究計画の概要 
 
(1) 幼児期の子どもが，いつからテレビや写
真などの映像を現実と区別できるようにな
り，それが映し（表象）であることをどのよ
うに理解するようになっていくかを実験的
手法を用いて明らかにする。 
 
(2) その際，従来の研究でみられたような，
映像と現実との二分法的な区別の可否だけ
に焦点をあてるのではなく，映像が実在と混
同される段階と映像が表象とはっきり理解
される段階との間に中間的な段階を設定し
て，この段階の発達的ゆらぎの実態を精緻に
捉えることを，特に重要な研究課題とする。 
 
(3) この「映像の表象性理解の三段階発達モ
デル」では，映像理解の発達を，シンボル（映
像の図像的パターン），シンボル媒体（図像
的パターンを生みだす物質的基体），指示対
象（シンボルの指し示す現実の対象）の三者
の関係理解の発達としてとらえ，中間段階を，
シンボルと指示対象がはっきり分化しなが
らも，シンボル媒体についての認識が不十分
であるためにこれが意識の後景に退き，シン
ボルと指示対象が一体となって前景化した
状態と仮定する。この仮説的モデルから予想
される幼児の，大人の目から見て不思議な映
像理解のあり様を実験的に確かめることを
通して，モデル自体のいっそうの精緻化を図
ることが 4年間の研究の到達目標である。 
 
２．研究の進捗状況 
 
(1) 本研究第 1 年目（平成 20 年度）には，
表象性理解のモード（指示対象の有する特性

［機能，感覚的属性など］の違いによる表象
性理解の難易）に焦点をあて，特に写真の
property realismの理解という観点からの実
験を行った。その結果，4 歳児の多くは，写
真が機能的には実在と異なることを十分認
識しながら，感覚に訴える属性は共有してい
ると思っている（写真のサボテンは触ったら
痛い etc.）ことがわかった。4歳児は，まさ
に写真の表象性理解がモードによってゆら
ぐ中間的段階にあることを見出すことがで
きた。 
 
(2) この結果を踏まえて，2年目（平成 21 年
度）には，さらに property（属性）の種類を
視覚的・聴覚的印象から「重さ」に拡張して
実験を行った。その結果，4 歳児に前年度の
実験で見られたのと同様なタイプの反応が
現れることがわかった。 
 
(3) 3 年目（平成 22 年度）には，写真に写っ
た対象の「重さ」の property に関する 4 歳
児の捉え方をさらに詳しく調べるために，条
件・手続きをより洗練させた実験を組織的に
行った。 
 
(4) なお，3 年の間に，上記の property 
realism の存在を調べる実験と並行して，シ
ンボル媒体の理解を促す手続き（カメラによ
る撮影と映像化の過程を子どもに見せる手
続き）によって写真の表象性理解が促進され
るか否かも調べたが，この点での十分な効果
は得られなかった。また，試行的な実験とし
ては，ビデオ映像に映る対象がヒトでその心
的機能にかかわる realityが問題となる場合
の理解について調べる実験も行い，新しい知
見が得られる見通しが立った。 



 
(5) 2 年目までのこれらの結果は，いずれも
日本心理学会，日本発達心理学会などで発表
した。また，一部を論文化した。 
 
３．現在までの達成度 
 
 ③やや遅れている。 
 
（理由） 
 研究代表者の加藤が研究計画年度の 2年目
と 3年目（2009～2010 年度）に学部長を務め
ることになり，エフォートのかなりを管理運
営の仕事に割かざるをえなかった。そのため，
２に示したように，実験的研究を着実に進め，
結果を随時，学会で発表してきたが，それら
を投稿論文に仕上げるペースに遅れがでて
いる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
(1) 実験は着実に行ってきたが，これらのデ
ータを論文化する作業が遅れているので，投
稿論文としてまとめる仕事を第一の課題と
する。 
 
(2) 論文化の作業にあたって，不足するデー
タを補うなどの補足実験が一部必要であり，
実証的研究としてはこれを優先して行う。 
 
(3) 研究期間内に得られた実験データから
の知見を組み入れた「三段階発達モデル」の
精緻化に向けての理論的作業を行い，レビュ
ー論文としてまとめる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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